
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）公益財団法人　東京都公園協会

指定期間

２　施設名

浜離宮恩賜庭園・旧芝離宮恩賜庭園・小石川後楽園・六義園・旧岩崎邸庭園・向島百花園・清澄庭園・旧古河庭園・殿ヶ谷戸庭園

３　管理運営の概要

４　管理状況（維持管理）

５　利用者アンケート結果

６　入園者数の状況（単位：人）

六義園 450,748 メディア内覧会の開催、見ごろを迎えた植物をタイムリーにマスコミへ情報提供し、誘客を図った。

六義園 4.9 4.8 4.5 4.8

旧芝離宮恩賜庭園 132,481 インバウンドが増加する浜離宮との共通入園券の販売促進し、さらに地域周遊の誘客効果を図った。

小石川後楽園 321,997 継続的な開花状況の情報提供と、早朝開園の拡大・初の夜間開園の実施で大きく昨年度を上回った。

施設名 当該年度

清澄庭園 236,602 お休み処の期間の拡大や、イベント会場を変更し多くのお客様が参加できる工夫を行い、年間通して安定的な入園があった。

旧古河庭園 293,055 バラと紅葉の広報に力を入れ、秋の来園者数は過去最高となり、一年を通しコロナ禍前並にせまる入園者数となった。

殿ヶ谷戸庭園 70,544 周辺大学との連携や地元での広報露出の拡大を図り、誘客効果を図った。

合計 2,370,299

向島百花園 84,196 伝統行事の開催時に関連性の文化施設などに広報協力をお願いし、誘客効果があった。

旧岩崎邸庭園 153,488 芝庭完成記念イベントや江戸東京リシンク展の開催など秋・春に焦点を当てた芸術文化を堪能するイベントを開催し誘客効果を図った。

分析

浜離宮恩賜庭園 627,188 効果的な広報発信に加え、インバウンド旅行客が増加し、昨年度比155％の9庭園最多の入園者数となった。
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殿ヶ谷戸庭園 4.8 4.8 4.7 4.8
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向島百花園 4.9 4.8 4.9 4.9 4.9

清澄庭園 4.9 4.8 4.4 4.7
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小石川後楽園 4.8 4.8 4.4 4.8 4.7

旧岩崎邸庭園 4.6 4.6 4.6 4.7
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実施方法：庭園内で調査票を配布・回収／QRコード掲示によるWEBアンケート

文化財庭園グループ
（団体の概要）都市緑化の推進、公園や水辺を通じた安らぎとゆとりの提供を目的として設立
され、公益目的事業（指定管理者事業を含む）及び収益事業を行う。

H28.４.１　～　R８.３.31（10年間）

＜基本理念＞　首都東京を代表する文化財庭園の価値を高め、未来に継承するとともに、庭園文化の魅力を世界に発信します
○庭園の価値を高める ・各庭園の価値の向上を図るため、作庭意図や歴史背景を踏まえた質の高い維持管理を実施した。

・維持管理技術・技能を継承するためのノウハウの蓄積と次世代を担う人材を育成した。
○庭園の魅力を向上する ・イベント参加のオンラインチケット化を拡大し、利便性の向上へと繋げた。

・地域・企業等と連携した取組みを拡大実施し、周辺地域と一体となった魅力アップで、利用者サービス向上を推進した。
○庭園文化を世界に発信する　・庭園Instagram等のSNS、Newsプラットフォームで積極的な情報報提供し、国内外に広く普及や、情報発信を行った。

・文化的観光拠点としての役割を担うとともに、窓口CS研修を行い接遇の向上を図り、おもてなしの心で利用者を迎えた。

【作庭意図や歴史的背景を踏まえた質の高い維持管理】
・浜離宮では、「内堀」において橋などの視点場や主要動線園路からの景観を意識した重点的な植栽手入れにより、遺構である「内堀護岸」や「内堀土塁」を保全するこ
とができた。この修景により、潮汐が楽しめる「内堀」の存在が際立ち、利用者は江戸城へ物資を船で運搬した港湾施設であった歴史を今に伝える地割を観賞することが
できた。小石川では、「蓬莱島」で衰退が進む大径木の後継樹として、庭園有識者の助言を基に樹種の選定や補植箇所を吟味し、主要景観である大泉水の景観回復を進め
ることができた。六義園では、「紀川」の護岸法面で肥大化するクスノキを処理し、根による護岸の崩落などを防ぎ景観を保全した。「吉野の景」では衰退が進むヤマザ
クラの補植に向けて予定地で常緑樹の剪定などにより生育環境を整え、作庭意図である景の回復を継続し進めた。旧岩崎では、車いす利用職員とともに新管理所や新規開
園地を確認し、階段の転落防止のための腰壁の設置や、バリアフリールートの砂利補修などにより、利用者の安全性や利便性を向上させた。
【維持管理技術・技能を継承するためのノウハウの蓄積と次世代を担う人材育成】
・熟練職員から中堅・若手職員への技術・技能の底上げを図り、庭園維持管理に関する検討会（12回）や庭園技能に関する連絡会（4回）を通じて庭園維持管理のあり方や
庭園技能の継承や向上のための検討を重ね、保存活用計画記載の主要景観の維持管理や課題を改善した。また六義園で「建仁寺垣の更新」、百花園では「ハギのトンネル
更新」を「庭園技能伝承研修」（2回）として実施し、各庭園に共通する庭園技術や庭園毎の個性を際立たせるために考案された特有の手入れ技能の伝承に励み、各庭園の
特徴ある景観を維持することもできた。

公表様式



（公財）東京都公園協会

所在地：中央区／開園面積：25.02ha
特別名勝・特別史跡

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

浜離宮恩賜庭園

インバウンド回復で活気づく

江戸・東京を代表する大名庭園

観光ニーズをキャッチしてインバウンドにアプローチ

周辺ホテルや築地への情報発信や、SNSでのタイムリーな英語での情報発信、開園時間の延長等で外国人来園者

数はコロナ禍前を上回る好調であった。魅力ある環境整備とサービス提供に継続的に取り組んで多くの来園者を

年度 総来園者 うち外国人来園者

R5 627,188人 215,770人(過去最高)

H30 750,642人 200,762人

3つの御茶屋、鴨場、馬場といった浜離宮恩賜庭園を特徴づける歴史的施設の利活用を推進。専門知識に基づく維

持管理で施設の価値を高めつつ、様々な趣向のイベントや定例の御茶屋ガイドツアー等により、利用促進を図る

とともに庭園文化を積極的に普及啓発した。

おもてなしし、世界最大の旅行サイト「Trip Advisor」にて全施設の上位

10％に与えられる「Travelers’ Choice 2023」を受賞した。11～12月に

はインバウンド来園者延べ約400人にアンケートを実施し、近隣観光施設

のキーワードが把握でき、近隣施設との情報発信を継続した。また、大使

館等からの要請を受け、ヨーロッパからの要人に対し、職員がご案内する

など、おもてなしの場と

して定着してきた。

◀「鷹の御茶屋」

復元5周年記念

特別講演イベント

文化財建造物

保存修理の

エキスパートが

復元事業を解説＆

現地ガイドツアー

伝える

◀障子（石垣貼り）

復元時と同じ伝統技

法で丁寧に管理

▶御茶屋は定期的な

点検を行い、建具の

細部まで補修管理

守る

▶特別感あふれる

松の御茶屋での

立礼式「茶会」を実施

初めて正座の不得手な

外国人参加者にも

文化体験を提供

体験する

守り、伝え、体験していただく庭園文化

＼七夕と和傘を体験／



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

内堀から延遼館跡を臨む歴史的景観を回復させることができた

広がりある「内堀」景観を引き立たせる植栽管理

国内にわずかに残る「鴨場」の保全

写真更新予定

写真更新予定

十三夜のイベント期間中、インバウンド宿泊客の多い近隣ホテル「メズム東京」

全室でのチラシ配架や、ウォーターズ竹芝発着場から浜離宮水上バス乗り場への

初の小型EV船運航を実施。EV船は5日間で35便、計182人に乗船いただき、往時

の追体験をしながら、東京湾に接する立地特性を活かした舟運体験を創出できた。

豊かな緑、海、歴史や文化を実感できる10分間のショートトリップ

内堀の両岸を対象に護岸及び土塁上の実生木を除去し、貴重な石積護岸

や土塁の崩壊を防ぎ保全することができた。また、樹木の下枝やササの

処理により、潮汐が楽しめる「内堀」の存在

作庭意図を意識した植栽管理の実施

近隣施設を巻き込み、船を活用した魅力ある地域回遊の創出

船内では、「将軍お上り場」等の

説明を聞きながら、船旅を満喫！

庚申堂鴨場はH29年度から小覗・引堀の補修を計画的に実施しているが、今回は初めて屋根が複雑な仕様の大覗

を補修した。大覗の屋根は檜垂木の上に杉皮葺が施され、その上に放射状に真竹が飾られる六角形状が特徴で、

これを守り補修した。小覗と引堀補修にあたっては、過去の保存図面から形状を補修し、更に宮内庁所管の鴨場

職員から施設周辺環境の情報提供を受け、日光が差し込むように樹木を整理し、急勾配の土手で芝が活着するよ

うに改修した。本改修での試行錯誤や改修技術については写真資料として記録し保存した。

庭園で脈々と受け継がれる伝統技術とその本質的価値

ナイトタイムエコノミー需要の取り込み

お月見イベント「十三夜」では、開園時間を延長し柔らかな灯りの

ライトアップで園内を光と影で演出。往時の宴遊の文化を再現する

「船上雅楽」等を催し、約7,000人の夜間入園者をお迎えした。

南東対岸のJR系列の複合施設「ウォーターズ竹芝」と連携するこ

とで、スタンプラリーの実施や東京・品川等の主要駅でもチラシの

配架が可能となり、普及の場を拡大することができた。

を際立たせた。船で物資を運搬した遺構を

保全して、良好な状態で未来に受け継ぐ布

石となった。

庚申堂鴨場小覗 庚申堂鴨場引堀庚申堂鴨場大覗の六角屋根



（公財）東京都公園協会

所在地：港区／開園面積：4.31ha
名勝

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

旧芝離宮恩賜庭園

史資料から生成された復元3Dモデル西洋館

ARを用いてスマホで往時の様子を疑似体験

庭園の魅力堪能！ ～インフォメーション機能の充実～

地域とともに躍動する庭
旧芝離宮恩賜庭園

before after

before after

宮内庁保管の膨大な資料から西洋館に関する資料の発掘・収集・整理をし、
皇室建築史家の協力のもと年代、色や意匠の検証を行い西洋館のAR作成を
行った。開園100周年にむけ、かつて園内にあった建物や訪れた人物と撮影
ができる機能や、海や浜離宮を望む景色を体験でき、音声（2言語）を聞き
ながら楽しく庭園を理解していただけるガイドシステムを構築することが
できた。

お客様からのご要望が多い園内で見ることができる花
や野鳥をまとめた「芝離宮お花･実マップ/鳥図鑑」の
パンフレットを作成した。場所や時期を利用者にとっ
て分かりやすく作成することで、庭園に関心を持って
いただき、別シーズンの再来園に繋げることに取り組
んだ。パンフレットは紙配布をせず窓口横等で掲示、
QR読み取りのDL方式にすることでことでペーパレス
化にも取り組み、環境に配慮しながら情報発信した。

園内に生息する動植物 見どころ情報の発信

職員お手製で咲く場所や見られる時期を四季ごとに分けて作成

歴史的人物たちと一緒に記念撮影

after

園内の魅力を伝える解説板の設置

昨年度二和土舗装した小山の園路
広場を新たな見どころに（臥龍橋
跡）

庭園の景観となじむ解説板（海水
取入口跡）

小山

大山

音声は大河ドラマで
庭園創設者の曾祖父
を演じた小手伸也氏

増加する外国人利用者に庭園への造詣を深めていただく
ため多言語（日本語、英語、中国語、韓国語）の解説板
を製作した。

今までに収集した絵図を加えて、見た目でもわかりやす
い解説板の更新や増設を行った。

低い位置でも斜台に仕様にしたことで利用者にも景観に
も配慮することができた。

←現実の景色の
中に西洋館が出現

↓海が見える
大山からの眺望は
フルCGで再現



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

春から夏にかけての気象の遷り変わりを下敷きに

江戸時代の人々も感じたであろう‘かぜひかる’空間を

「光と音」でデジタル演出。4日間で5,264人が堪能

企業ボランティアの積極的な誘致を図り、延べ22企業5回の

維持管理協働作業を実施した。地域の財産である庭園への理

解を深めていただくとともに、ボランティアをコーディネー

トし、合同作業とすることで企業間交流も図ることができた。

いろいろな視点場から景観の変化を愉しむ ～大泉水周りの修景改善の取組～

地域と一体となって盛り上げるライトアップイベント

協働作業を通じて築かれる企業の輪

地域活性化と庭園の普及啓発のた

め、地域事業者と夜間開園でライ

トアップイベントを開催した。昨

年を踏まえた2部制チケットの導

入や誘導の工夫によりスムーズな

入園案内ができ、積極的な広報活

動で入園者数は昨年度比148%。 ２部制のオンライン
チケットで混雑を緩和

ナイトクルー
ズ・無料循環
モビリティ等

庭園外も巻き
込んだエリア
の魅力向上

「潮入の池」をイメージ
したプロジェクション

オリジナルフレーバービール
など、ここだけの美食を愉し
める特別なダイニング

作業後に庭園ガイドを実施し

文化財庭園の理解深耕を図る

昨年度の2企業1回から大幅に拡大

集めた落葉は、11月～1月合計320袋！

重要な景観の小池清掃をマンパワーで実施し

来園者満足度の向上を図る

複数の企業の協働で実施することにより

庭園景観の向上と企業間の連携を図る

エリア事業者と開催した

旧 芝 離 宮 夜 会

庭園ならではの作業

オフィス街の立地を生かし、協働の大きな潮流へ

①園路補修による視点場への誘導

護岸石積に影響を及ぼす石柱脇の支障木ソメイヨシノを伐採（5ヶ年計画の4年目、文化財庭園の支障樹木特定に

関する分科会特定樹木）。黒ボク石積護岸保全による文化財の衰亡防止と同時に、大島から西湖の堤・州浜を望む

景観が向上した。

大山園路(R3)

②支障木伐採により広がりある泉水景観へ

西湖の堤

砂浜の飛石園路補修と共に、尾根道の石段園路を、

土舗装から二和土舗装に補修した。

①②により、広がりある大泉水の景観を愉しめるようになり、庭園の本質的価値を高めることができた。

尾根道園路

砂浜園路

大山
小山

複数年にわたり、「大山」「小山」の計画的な維持管理によって、景観改善に取り組んでいる。

支障木



（公財）東京都公園協会

所在地：文京区／開園面積：7.08ha
特別史跡・特別名勝

庭園の夜を楽しむ「宴」の世界

・・・・・・・・・・・・・

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

小石川後楽園

メイン会場の松原は、「葵の御紋」をあしらった陣幕

やのぼりで宴の雰囲気を演出。文京区商店街連合会の

協力でキッチンカーを出店し、温かい飲み物や和の軽

食を提供した。水戸の水府提灯や行灯、和傘や利休傘

など温かみあるフォトスポットも大好評であった。

100周年記念行事を契機に㈱東京ドームの協力を得て

当園では初となる夜間特別開園を実施。区内の小学校

や水戸の老舗提灯店等とも連携、東門から松原エリア

をライトアップやプロジェクションマッピング、様々

な灯りの設えでお迎えした。1月12～21日の10日間で

4,184人(うち外国人454人)が夜の大名庭園を楽しんだ。

・・・・・・・・・・・・

地元企業や学校、水戸との「縁」を活かす

東京ドームシティと連動したライトアップとして「笑

い」をメインテーマに構成。東大・お茶の水女子大狂

言研究会による「狂言」の他、大黒天の舞台を10日間

連続計34回にわたり披露した。若手による活気ある舞

台は夜の宴を盛り上げ、毎回50人を超えるギャラリー

が観賞。

若い力が「演」じる伝統芸能公演

初開催！ 夜間特別開園「小石川後楽園～灯りと笑いで福招き～」

地域とともに、もっと高める

小石川後楽園の魅力

before after

before after

委託によるライトアップに加え、職員の創意工夫で

様々な演出を行った。小学生や事前イベントで利用者

が作った「紋切」を張り付けた行灯や衝立など、独自

の設えを設置。雨天の日は来園者にノベルティを差し

上げ、感謝の気持ちをお伝えし、大変喜ばれた。

おもてなしの心で様々な演出

陣幕前はお休み処として設えた フォトジェニックな空間を地元小学生やイベント参加者で演出

プロジェクションでは唐門彫刻の鳥たちが絵巻調の世界にいざなう 伝統芸能と東京ドームシティ「TDC 笑(SHOW)イルミ」がコラボ

＼厳しい寒さの中、何度も足を運ばれる方も／



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

絶滅危惧種の生きたニホンカナヘビに興味津々

河床清掃前の大堰川。藻類で

川底が緑色に見える

清掃後、美しい清流が戻った

大堰川

水生植物の手入れ

装置に溜まった土砂を除去

流れの浅い大堰川や白糸の滝は、藻類の繁殖や落葉、

等の堆積が著しい。そこで水路と滝の河床（約

1,340㎡）を、隔週（年間計65回、延べ約320人）

で熊手やブラシを用いて清掃し、「清流」をお楽し

みいただいた。

主景観「河川の景」の清流を維持する

大泉水の水を水生植物の根でろ過させる浄化装置に送

り、スムーズに循環させるため、装置内の土砂を除去

し、使用する植物のメンテナンスを毎月実施。池の水

位を保ちつつ、装置へ送水する水門調整を毎日実施し

たことにより、美しい「水の景」を維持できている。

池水の良好な水質を維持する

地域と共に小石川後楽園、後楽エリアの価値を高める取組

小石川後楽園の主景観である「水の景」を守る

小石川後楽園の景観を守り、未来につなげていくための植生管理

近隣企業や文京区等と連携し、庭園を様々に活用

近隣企業トヨタ自動車㈱のCSRの取組と連携し、生物多様

性に着目した「庭さんぽ」を8月に初実施。当園を舞台に、

職員の解説で小中学生を中心に都会の稀少な緑地としての

価値を知ってもらった。また、東京ドームエリアの回遊ク

イズラリー参加や、東京都や文京区主催の事業への協力、

周辺企業や盲学校のボランティア清掃活動の積極的な受入

等、庭園の多様な利活用とそれによる魅力向上に努めた。

河床清掃状況

職場体験の場としても活用する

＼ 夏場は1週間で藻が繁茂！／

裸地化した島の北側 島全体で高木・中高木14本を補植

大径木の衰退が進む「蓬莱島」の植生を回復させるた

め、絵図などの史料や有識者からの助言を参考に樹種

を選び、補植を行った。島内部は常緑広葉樹下という

厳しい日照環境での定着率を上げるため、もともと日

陰で育った幼木を導入する、新しい試みも行った。

「蓬莱島」の植生回復を目指す取組を実施 「白糸の滝」を引き立てる遮蔽植栽の補植

暗い滝囲いの樹林地から流れ落ちる「白糸の滝」。そ

の本来の姿に回復させるため、昨年度実施した補植効

果を検証。見えてきた緩衝帯の穴となりうる不足箇所

を特定し、滝囲いの復旧に向け、効果的な補植を行う

ことができた。（高～低木計11本補植）

滝背面の空隙。近隣ビルが覗く 樹木の生長で空隙が埋まる位置に補植



（公財）東京都公園協会

所在地：文京区／開園面積：8.78ha
特別名勝

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

六義園

秋と春に夜間特別開園を行いライトアップイベントを実施。昨年度も実施した土蔵プロジェクションや文京区商

店街連合会協力の地元商店による臨時売店出店、フォトスポットの設置に加え、水香江で往時の風景を想像させ

る水の流れを新たな機材により再現させて来園者の好評を得た。また、六義園「八十八境」から10か所を選定し、

由来となった和歌をアクリル導光板に映し出す「ことばのあかり」の新演出を導入。プロジェクションでは（公

財）郡山城史跡・柳沢文庫保存会所蔵の「六義園絵巻」を用い、絵巻に描かれた築園当初の姿と、ゆかりの深い

和歌を紹介する映像を新規作成し、歴史ある「和歌の庭」である六義園の文化的魅力をよりいっそう表現した。

手法の向上、新たな演出によりイベントの魅力をアップさせるとともに、定員制入園も継続して入園人数を平準

化し、演出に集中(混雑)することなく、満足度の高い安全安心なイベントを来園者にお楽しみいただいた。

夜ならではの特別な新演出で往時の景観や作庭意図を魅力的にアピール

「和歌の園」六義園の魅力を伝える夜間特別観賞

次世代に継承する庭園の価値を

高める維持管理と魅力発信

昨年度の来園者アンケートで寄せられた

期待の高さをふまえて演出を強化

新機材で水面のゆらぎの表現が加わり、

より往時の風景に近い、水の流れを彷彿させた

夜の風景の中に和歌が浮かびあがる

作庭意図と「和歌の庭」を印象的に伝える

関連他団体との連携により庭園文化を継承

六義園の「ゆかり」を起点に庭園文化を伝えていく様々なプログラム

美麗なスライドを用い「和歌の聖地」の魅力を解説 子ども向けガイド冊子も活用し理解促進

一般社会人向けに、六義園とのゆかり深い和歌山市による講演会を初開催。作庭の元となった和歌の浦の景勝な

どをテーマにした講演と、庭園ガイドボランティアも参画しガイドツアーを実施。単なる景観観賞に留まらず、

作庭意図を楽しめる内容で、文化財としての六義園の魅力を発信した。また、中学校3校(1校増)、大学3校のほ

か、新たに岩崎家ゆかりの富里市教育

委員会から小学生の課外学習を受入

れ。職員による庭園の解説のほか、

庭園維持管理作業の実習・体験プロ

グラムの提供、支援により、文化財

継承の活動を教育の場で展開した。

「水香江」 「ことばのあかり」

八十八境 「尋芳径」の初演出

あかりの中で咲く、この時季六義園で見る

ことのできる花をお楽しみいただいた。

「尋芳径（はなとふこみち）」

🍁 秋22,868人、春15,151人の夜間入園者をお迎え（各季12日間開催）🌸



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

紀川護岸では、樹冠が日照を遮り

護岸法面表土の流出が見られてい

たが、支障木伐採、支障枝処理に

より庭園の本質的価値(地形)を保全。

同時に、藤代峠から大泉水への眺

望も回復することができた。

本郷消防署との合同訓練で、水消火器、AED、煙体験ハウスに加え、

「起震車」を初導入。また、防災情報パネルを併せて園内に設置。非常

時に役立つ体験型訓練を中心に、六義園の過去の被災時の状況や近隣避

難経路のパネル掲示、参加者へ非常食の無料配布を併せて行うことで、

利用者に非常時の対処方法を学ぶ機会を提供することができた。地域連

携での駒込パートナーシップの取組では、地域の警察官と庭園職員によ

る共同訓練を実施。大泉水にて救助用浮き輪やゴムボート等を使用した

落水者想定の訓練を行い、職員の事故対応力の向上を図ることができた。

連携訓練の拡充

庭園の本質的価値―紀川護岸の保全、吉野山の作庭意図回復(継続事業)―

都の観光拠点としての地域防災への取り組みを強化

庭園内に「起震車」を初導入

多くの利用者が体験した

支障木伐採による紀川護岸の保全と大泉水への景観の回復

快適・安全な庭園観賞のための経年劣化への対応補修

踏圧、土砂流亡等により経年劣化が

生じている園路舗装の計画的補修を

行った。段差、泥濘の解消、庭園な

らではの曲面曲線形状の仕上がりの

ほか、配置するベンチの更新(5か年

計画)も合わせた庭園観賞環境の向

上がなされた。

吉野山の作庭意図の回復(継続事業)

尋芳径、吟花亭跡周辺一帯の“吉野

山”の作庭意図であるヤマザクラの

景の回復に向けた樹林の手入れを

継続。密生化した常緑樹を縮減剪

定し、立枯れ木の一掃等、適切な

管理により史資料(古図面)を元にし

た景観の回復(補植)準備を進めた。



（公財）東京都公園協会

所在地：台東区、文京区／開園面積：2.07ha
重要文化財

大人気のミステリーツアーに並ぶ参加者と

参加賞として製作したオリジナルエコバッグ

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

旧岩崎邸庭園

伝統工芸ワークショップの開催

（金唐紙）

「辻狂言」公演を初開催

岩崎邸で家庭教師を務めたと伝わっていた津田梅子が、来年改刷される

新5千円札の顔となる。これを契機に改めて津田塾大学津田梅子資料室に

依頼し調査したところ、津田梅子と、梅子を援助した岩崎久彌夫妻の交

流の歴史が判明したため、岩崎久彌の子どもたちの学習の場、洋館学習

室を初公開。解説パネルを設置し、来園者の興味関心に応えた。また、

学習室の家具は、実際に茅町本邸内で使用していた家具を専門家に依頼

し、修復した上で展示し、往時の雰囲気の再現を図った。

洋館公開活用の充実

注目の集まる「津田梅子」ゆかりの「学習室」を初公開

芝庭復元工事・管理所新築工事

完了後の新ステージでの

魅力アップと安全確保の取組

before

もっと楽しみたい！に応える 自主事業還元事業イベントの充実

館内撮影パッケージ販売事業の広報強化

により、利用件数は前年の36件から60件

となり、160％以上の伸びとなった。これ

により自主事業の原資を安定的に確保す

ることができ、イベントコンテンツの内

容を充実させることができた。

「芝庭復元工事完了記念イベント」では

初の開催となる「辻狂言」の公演を実施

し多くの利用者に楽しんでいただいた。

「ミステリーツアー」は開催様式を変更

し昨年の60人から200人超の参加に大幅

拡大して開催することができた。また、

金唐紙ワークショップ、「江戸東京リシ

ンク展」内での組子ワークショップ等、

旧岩崎邸の建築に関わる伝統工芸のワー

クショップを積極的に開催し庭園の普及

啓発ができた。

【収入還元】趣向をこらした自主事業の展開

撮影パッケージ販売事業広報強化
→受入件数・自主事業財源の確保

成人式
七五三

婚礼撮影

自主事業のさらなる発展

＼岩崎家の生活を体感／

約700名が観覧



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

当初、車椅子の通行には3人の介助が必要であった

車椅子利用者の目線の高さも意識

6月1日の新管理所オープンと、復元された芝庭を含む新規開園に伴い、

園内の観賞動線が大きく変化した。そのため、利用者に向けた更なる誘

導表示が必要となった。必要な情報をユニバーサルかつ景観に配慮した

デザインサインを採用し、製作・設置した。

利用者にとってわかりやすい案内表記を設置

ボランティアガイドの知識を深め、建築文化のさらなる普及を図る

新管理所、新しい観賞ルートをもっと安全に、もっと快適にする取組

新しく整備されたバリアフリールートは一般的な車

椅子では自走できなかった。そこで、表層の大粒砂

利を除去し、小粒の砂利を敷き均したことで砂利が

安定し、自走が可能となった。

車椅子で自走できるバリアフリールートに改善

改善後：自走が可能となった。一般利用者も歩きやすくなった

階段の安全性を高める

階段手摺の隙間が大きくこどもの転落の危険があっ

たため、腰壁を設置。留め具や端部の処理は安全性

を高めた。また、階段踏板の端部に白線を引いて、

視認性を上げ、安全な昇降に寄与できた。

旧岩崎邸庭園カラーを用い、多言語表記に改善し、視認性を向上

一般向けとガイド向け特化の2回の専門家講演会を実施

建築史の観点から旧岩崎邸を解説する講演会「旧岩崎邸の建築史的醍醐味」を開催。

開園当初から著作や講演で当園の普及に貢献されている米山勇氏に、スライドを駆使

しながら豊富な知識に基づくご講演をいただいた。2回開催で片方はガイドを中心とし

た関係者向けとし、知識向上を図り、ガイド自身の知的好奇心にも応えることができ

た。旧岩崎邸のガイドクラブは都立9庭園で最大規模で、唯一毎日ガイドを行っており、

遠方からガイド目当てで来園する方もいらっしゃる中、さらなる魅力向上を図れた。

開口部

明るさとデザイン性を損なわない部材を採用



（公財）東京都公園協会

障子を開け放ち、庭園を堪能しながらの講演

所在地：墨田区／開園面積：1.08ha
名勝・史跡

百花園の特徴である、作庭意図の継承

公表様式②【令和5年度 施設別事業報告書】

向島百花園

初代園主佐原鞠塢が著した「梅屋花品」記載の貴重

品種「黄金梅」を補植した。水戸の育種家から頂戴

した枝を接木して育成し定植でき、保存活用計画に

基づく、梅の名所景観を回復することができた。

施工前

本質的価値を踏まえた、史料に基づく園内景観の回復

江戸の町人文化・園芸文化

200年の歴史と伝統の継承

向島百花園の創設者である佐原鞠塢の子孫であり、郷土史家として墨田や向島の歴史に造詣が深く、庭園との付

き合いも長い佐原滋元氏による講演会を初開催。募集受付をDX化し、申込の好評を受けて講師との綿密な現場

調整により当初予定していた定員を1.3倍に拡大しながらもスムーズに対応した。庭園と周辺地域の歴史解説や、

向島百花園の「なぜ」に答えるコーナーなどを通じ、自然災害や戦災による被害からの復興の歴史や、佐原鞠塢

による草庭を維持管理する細やかな取り組みなど向島百花園の歴史的価値と魅力を伝えることができた。

向島百花園の創設者子孫による講演会を「御成座敷」にて開催し本質的価値を伝承

創始者の子孫を招へい

ひょうたん・へちま棚の老朽化に際し、材は同質、

位置や施工範囲は現状と同一とした上で、材料であ

るヒノキを成形丸太からむき丸太に変更し、さらに

形状を細くすることによって文化財への影響を縮小

させるとともに、より庭園景観になじむ仕様として

更新した。

庭園のネットワークを活かした新規講演会

座椅子で快適な受講環境を用意

接木より5年育成した「黄金梅」を補植し景観の魅力が向上

庭園景観になじむ、柱・梁の更新

施工後



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和5年度 施設別事業報告書】

「ハギのトンネル」修景と制作の技能伝承

竹がトンネルの骨組みとなるため、まっすぐで固い竹を熱を加えて柔らかくし、トンネル状に曲げる技能の伝承

と、熱を加えてトンネル骨組みの形状に加工した竹（216本）、この骨組みをつなぐ胴縁という左右10段ずつの

横の竹（80本程度）、合計300本近い竹を組みトンネルを制作する技能の伝承を図った。地割を変更しないよう

既存の位置で、ウメを主体とする草庭の景観との調和を意識しながら制作し更新することができた。

更新に関わってきた若手職員の中にも、率先して研修生の指導にあたれるほど技能を習得した職員がおり、熟練

職員とともに向島百花園の主要景観維持を担った。

「竹を熱を加えて曲げる」「曲げ加工した竹でトンネルを制作する」技能の伝承

竹に熱を加えて曲げる研修の様子 更新前 更新後

伝統行事イベントの広報強化と手作り絵行灯の夜間演出

「虫ききの会」では墨田区観光協会や区役所含む公

共施設へのチラシ配布、近隣町内会掲示板への掲出

や会合時のPRなど例年の告知の他、近隣で「虫」

をテーマにした特別展を開催中のサントリー美術館

とスカイツリータウンに働きかけてチラシの相互配

架を実現。地域連携と広報強化に取り組み、酷暑の

中でも伝統行事の普及と来園誘致を図った。

近隣施設とイベントチラシの新規相互配架

スカイツリータウンでの「大昆虫展」 サントリー美術館

「虫めづる日本の人々」

日本の伝統文化である行灯を通じて江戸文化への理解を促すべく、毎年向島百花園で行われる伝統行事の「虫き

きの会」「月見の会」に、手作りの行灯を展示し参加いただくことで伝統行事の良さと庭園の魅力を伝え、利用

促進を図った。伝統行事で園内を特別に演出した中に展示された作品を眺めて、「参加した甲斐があった」「き

れいに展示いただきありがとう」との感謝の声をいただいた。

すみだ生涯学習センターと共催し手作りの行灯を展示

御成座敷ですみだ生涯学習センターによる

絵行灯作りが行われた

伝統行事の中で演出のひとつとして展示

暗闇を美しく彩った

◀ 配架を

お願いしたチラシ



（公財）東京都公園協会

所在地：江東区／開園面積：8.10ha
都指定名勝

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

清澄庭園

地域防災リーダーとしての役割～過去から学び未来へつなぐ

深川地区震災復興の生き証人

地域共生で高まる存在感

before after

地域住民1万人の命を救い復興に貢献した「深川親睦園」の歴史を振り返り、オリジナルパネル34枚を作成し

「関東大震災100年パネル展示」を開催。日頃から連携協力している深川警察署、深川消防署、深川図書館、江

東区のブースも設け、防災力向上の啓蒙資料の展示とハザードマップや防災用品リストなどを配布。また動画視

聴コーナーでは震災直後の貴重な映像等を編集した協会オリジナル動画「いざ！防災」を放映した。動画には景

品付きのクイズも盛り込み、積極的に考えていただく組み立てとした。甚大な震災被害から復興を遂げるまでの

道のりの中での「清澄庭園の存在」や「果たした役割」を知っていただき、自助・共助・公助などの現代の防災

を学ぶ機会を提供した。広報活動にも尽力し、猛暑の中、期間中の来園者は6,652人（目標比222％）を達成した。

関東大震災100年の節目に伝える「庭園が成し遂げた防災と復興に果たした役割」

地域連携ブースでは阪神淡路大震災の写真

や減災対策ポスターを展示

職員の説明を熱心に聞く来園者写真や地図・画像を多用し分かりやすく解説した

オリジナルパネル(英語パネル22枚も作成)

積み重ねてきた防災への取組～地域と連携した訓練を継続実施

今年度も深川消防署・深川警察署・地域の災害支援ボランティアの協力を

得て、近隣幼稚園との合同防災訓練を実施。訓練内容の企画立案や各団体

への協力依頼・調整を中心となって行い、総勢249人が参加する訓練を実現

した。水消火器を使った初期消火訓練や起震車による地震体験を通して、

地域防災活動のリーダーとして園児及び保護者の防災意識啓蒙に貢献した。

震災を機とした、岩崎家から東京市への寄付に至る

歴史や震災復興の要となった庭園の役割、緑地が果

たす防災の重要さを刻んだ「清澄園記」を洗浄し、

文字色を更新。誰にでも分かりやすいよう現代語訳

看板を新設し、次世代への歴史の伝承を推進した。

消防署員指導のもと、水消火器を使った

消火訓練に挑戦する園児

次の100年へ震災と復興の歴史を伝える

次世代へ伝える石碑「清澄園記」の更新



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

地域連携の発信元をにない、インクルーシブな社会を推進

計画的な樹木管理・バリアフリー化の促進と積極的な施設補修

地域活性と社会貢献の更なる飛躍～第4回「アートパラ深川」

自分の作品の展示を観賞した

特別支援学級の生徒の笑顔

今年度より実行委員として企画段階から実行委員会に参加。会場利用ルールの周

知、運営方法、設営撤去タイムスケジュール立案に尽力し、他の会場では出来な

い展示規模と内容を実現。ボランティアスタッフの接遇マニュアル作成にも協力

して、イベント目当ての方もそうでない方も全ての来園者に気持ち良くお過ごし

いただける環境の整備に貢献した。好立地で充実したイベント内容の会場として、

地域活性・社会貢献への役割を果たした。入園者数は9,058人（前年比118％）。

集会施設の活用で「おもてなし」の充実と日本文化を発信

を計12回開設。

常設の休憩場所

が欲しいという

お客様の声に応

え、来園満足度

向上に繋げた。

近隣学校と連携した「日本文化体験」や技能職員

による「正月飾りづくり講習会」など日本の伝統

文化に触れ作品作りを楽しむ場を提供。ハナショ

ウブの見頃に合わせた演奏会は会場変更で定員を

昨年の2.5倍に拡大、和楽器の音色と日本庭園の

景観の融合、江戸時代から人気の高いハナショウ

ブを堪能いただき、日本の伝統文化を発信した。

風雅な休憩スポットで寛ぐひと時 大正記念館で日本文化の魅力を味わう

縁側に設けた緋毛氈席が
大好評の清澄茶屋（涼亭）

庭園四阿のバリアを解消し安全性・利便性が向上 施設補修等により快適性を向上

ポーチの周囲を土系舗
装によるスロープを作
り、園路との段差を解
消。スロープに脱輪防
止の縁石と手すりを設
置した。

車椅子やベビーカー、歩行困難者が安心して四阿に上がり

休憩し景観を楽しむことができるようになった。

畳替え（国産イグサ使用） エントランスLED化

開放公園トイレ壁補修 ロボット掃除機導入

繁忙期を中心に期間限定の休憩スポット

（涼亭）

（大正記念館）

（大正記念館）

庭園・開放公園外周樹木剪定による視認性向上
多くの来園者が歩む区道沿いの樹木剪定を3か月に渡り実施。大

正記念館や井戸裏の石塀が見えるようになり、区道上空に迫り出

していた枝が無くなったことで落葉期の近隣住宅への枯葉飛散防

止となった。合わせて正門付近樹木の枝剪定も実施した。

夜間パトロールにおいて開放公園内園路で樹木繁茂により園路灯

照射範囲が狭くなっていたのを確認し、剪定を実施。日中の見通

しと夜間の明るさが確保され、遠くから避難場所表示灯が良く見

えるようになった。

圧迫感が解消された区道周辺

見通しが良くなり入りやすさが感じられる入口



（公財）東京都公園協会

所在地：北区／開園面積：3.07ha
名勝

都・北区の観光拠点として日本全国に発信

園内回遊を促す警備で多客期の

安全確保と和洋折衷の魅力を発信

様式1-②【令和５年度 施設別事業報告書】

旧古河庭園

千葉工業大学と共同し、スマートフォンアプリ「旧古

河バラコレ」を製作・導入。自身が撮ったバラ写真で

オリジナルのバラ図鑑を作ることができるアプリで、

リリース3ヶ月で約2,000件ダウンロードされた。ア

プリから写真を送信するとバラの品種判別AIアプリに

データが活用され、利用者の協力が更なる技術開発を

進める一助となり、社会貢献にも繋がる取組となった。

約100種のバラで収集意欲を刺激しリピート来園促進にも

新しいバラ観賞の楽しみ方を創出

庭園独自の多彩な魅力を最大限引き出し、庭園の価値を高める
事業計画 №3-②-23, 58 ③-23, 49 №4-イ-1, 4, 5 ／評価区分 19

庭園独自の和と洋の魅力を創出

名勝庭園を後世につなぐ

before after

before after

直営で管理するバラは、イベント期間中に最もきれい

に見られるよう開花調整を行っている。秋には紅葉と

バラの見頃が重なるよう調整し、当園の特徴である

「洋館とバラ」「日本庭園と洋風庭園」「和と洋の紅

葉」等、多彩な魅力を最大限に高め、他施設にはない

独自のロケーションを創出し、秋季のイベント期間中

入園者数は98,318人(コロナ禍前比165％)となった。

コロナ禍前を超える来園者をお迎え

公共交通機関・地元区との連携拡大で地域活性に大きな貢献
事業計画 №3-②-67, 84 ／評価区分 26, 29

JR「FUN！TOKYO！」ポスターJR「粋だね東京」

北区「渋沢栄一クイズラリー」 北区成人式「二十歳のつどい」協力

公共交通機関との良好な協力関係の発展により広報展開

を日本全国へ拡大。若年層をターゲットに地方からの観

光を促すJR「粋だね東京」で「東京の映えスポット」

に選ばれ、東北•上越新幹線、北陸新幹線等の停車駅で

ポスターを掲出した。また、JRの東京の魅力発信プロ

ジェクト「FUN！TOKYO！」のポスター写真に選ばれ、

東京の観光拠点としての位置を築くことができた。

北区ゆかりの渋沢栄一が2024年から新一万円札の顏と

なることを契機とした区事業「東京北区渋沢栄一プロ

ジェクト」にも積極的に協力。周辺文化施設と共に周遊

性を高め、地域の活性化に繋げた。

庭師による高水準のバラ管理



（公財）東京都公園協会
様式1-②【令和５年度 施設別事業報告書】

大正9(1920)年

洋館竣工当時

庭園独自の多彩な魅力を積極的にPR

春と秋に、マスコミへイベント開催やバラ・紅葉の見頃情報の提供（130件）、

NEWSCAST掲載（10回）を行い、「洋館」「バラ」「日本庭園」「紅葉」な

ど独自の多彩な魅力と見どころがあることを特にPRした積極的な広報の結果、

TVや新聞等、計37件の取材・掲載につなげた。また、ネット記事には約170件

取り上げられ、注目度を高めた。強みとなっているXはフォロワー数が36,510

人となり、4月から6,500人増加し、庭園ファンをさらに獲得。年間入園者数は

293,055人(昨年度比110％)と利用促進に繋げた。

史資料写真に基づき、肥大成長

した生垣の更新、芝生の地盤下

げによる整地を行ったことで、

洋館前の花壇の意匠の「平面

性」を往時の景観として修復す

ることができた。

洋館前花壇意匠の平面性回復

利用促進と庭園ファン獲得に向けた広報
事業計画 №3-②-85, 88 ／評価区分 20

史資料写真に基づく往時の景観修復
事業計画 №3-③-3, 6, 23, 49 ／評価区分 4, 35, 36

ニュース番組での紹介

表示回数20万回を

超えたX記事

昭和45(1970)年

施工後

施工後近景

心字池周辺植栽の回復

枯損が進む心字池前のソテツ群植を史資料写真に基

づき補植。圃場でソテツを厳選し、高さや位置に気を

付けて補植した。また、護岸法面の形状に合わせ、株

物を低く抑える刈込を実施し、作庭者「植治」の作庭

意図を尊重した維持管理を進めた。

冬は霜除けを行う重要な植栽衰退しているソテツ

当園の本質的価値

「洋」から「和」への景観の移り変わり

日本庭園への視点場である展望台からの崖線地

形は、長年による土砂の流出、根茎露出が見ら

れたため、計画的に張芝を実施。往時の地形(地

割)の保全と中低木の育成環境の向上につなげた。
施工前

施工後

護岸法面の形状(斜度)に合わせた刈込



（公財）東京都公園協会

所在地：国分寺市／開園面積：2.1ha／名勝

公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

殿ヶ谷戸庭園

別荘庭園景観保全の取組  

継承される殿ヶ谷戸の「歴史」

それを支える伝統の「技」

竹林が敷地縁辺部に位置していることから、複数の視点場での観察を通して遮蔽効果とのバランスを入念に検

討し、月平均10本程度の計画的な成竹間伐を実施。園路側への生育を促すため地下茎の整理と土壌改良を試み

た。適した密度に調整を行うことで、静謐さを保った風が通り内部に陽の差す竹林景観に修景できた。

健全育成と美観を維持する竹林管理

間伐後 いけ花イベントの花器

間伐した竹は、イベント材料や園内工作物に有効活用し、資源循環とコスト削減を図った。いけ花のイベントで

は、自然の枝ぶりと竹の風合いを活かして職員が製作した竹の花器が大きな好評を得、園内の維持活動について

理解を深めていただく機会にもなった。

発生材の活用

鹿おどしと筧

視点場から望む洋風庭園の景観管理

洋風庭園はアカマツ下に見通せる芝生地の空間に魅力が

あるが、大きくなった樹木により視線が遮られ、日陰と

なる芝の管理も難しくなっている。そこで、春から芝の

病変部は生育環境を改善するため薬剤を使わない方法を

試み、秋には一部を回復させることができた。西側の遮

蔽木のサワラは保存活用計画に基づき伐採して周囲の樹

木の生育促進の一助となった。芝生地内の樹木の下枝を

上げ、枝抜きをすることで樹下にも陽が当たり、視点場

からは往時を思わせる景観へと改善した。

間伐前

薬剤を使わずに回復



（公財）東京都公園協会
公表様式②【令和５年度 施設別事業報告書】

毎雨ごとの確認と必要に応じた排水系統の清掃作業 室内の雨染みから劣化が明らかに

なった煙突の漆喰

工法にも配慮した「蔵」の屋根棟包

「蔵」は雨水が流入する建物構造と過去の被害経験から、直営での日常的な水防対策を怠ることなく継続し、創

建時の状態をよく留めている貴重な建物の保全に寄与した。強風、大雨後の点検では、「主屋」暖炉付近のわず

かな雨染みから連続する煙突部の漆喰劣化を突き止め、雨漏りによる建物腐朽を未然に防いだほか、「蔵」の屋

根においては下地板腐朽による棟包の外れを発見。昨年度「主屋」の屋根補修時に国分寺市文化財担当者から受

けた補修方法と同様の工法で仕上げ、万全の補修対策を施した。

年間を通した弛みない水防対策と、早期の応急補修で創建時の建物を守る

近隣保育園3か所と作成した七夕飾りの設置、また近隣商業施設イベント広場にも間伐した竹を提供し地域と協

調して七夕イベントを盛り上げた。最寄り駅のJR国分寺駅でも展示協力を得て、庭園チラシや昨年エリア連携で

作製した地域散策マップも配架し、関係団体とのネットワーク強化と地域の魅力発信に寄与することができた。

園外のチラシ配架場所を拡大し配架枚数は356枚（前年45枚）と前年比791％

開園整備工事から50年、歴史的建造物保全の取組

身近に感じる伝統技能～マツのミドリ摘み・ハギのトンネル・雪吊り

拡大していく地域連携～質・量ともに充実した「七夕飾り」の実施

見学会の回数とテーマを増やし、庭園の魅力と匠の技を伝える

従来年1回だった「伝統技能見学会」を春と冬の年2回開催とし、庭園文化の普及啓発と来園者の知識欲に応える

ことでリピーター育成を図った。解説時には普段立入禁止の芝生地を開放し特別感を味わっていただき、希望す

るお客様には実際に作業も体験いただくことで、内容に深く興味を持っていただける構成とした。

手作業の維持管理の意味と技能を伝える トンネル更新に合わせ初の見学会実施 伝統的な縄結びの技法を解説・体験

セレオ国分寺９階
七夕飾りと庭園紹介パネル展示

JR国分寺駅への提供は初
情報発信力の大幅アップに寄与

園児と地域ボランティアの
共同で飾り付けを行う

庭園職員と協力し園児自身で
短冊を取り付けた

雪吊りハギのトンネルマツのミドリ摘み



収支状況 
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